
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み

⑤

教
師
お
よ
び
授
業

『
美
術
旬
報
』
に
明
治
三
十
五
年
入
学
、
同
四
十
年
彫
刻
科
卒
業
と
思
わ
れ

る
人
の
教
師
や
授
業
に
関
す
る
回
想
記
が
載
っ
て
い
る
の
で
転
載
す
る
。
前
半

は
第
百
五
十
七
号
（
大
正
七
年
四
月
十
九
日
）
に
、
後
半
す
な
わ
ち
「
◎
デ
ッ
サ
ン

の
時
に
」
以
下
は
第
百
五
十
八
号
（
同
年
五
月
九
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
〔
〕

は
編
者
に
よ
る
補
足
ま
た
は
訂
正
で
あ
る
。
な
お
、
参
考
ま
で
に

言
え
ば
、
こ
の
年
度
の
彫
刻
科
生
徒
は
小
倉
右
一
郎

．
勝
尾
準
太
郎

・
加
藤
直

泰
・

武
田
築

・

中
村
武
平
•

藤
井
浩
祐
•

吉
田
祥
三

•

吉
田
政
一
•

朝
倉
文
夫

（
撰
科
）
、
池
田
勇
八
（
同
）
、
佐
野
長
吉
（
同
）
で
あ
る

十
五

年

前

の

美

術

學

校

生

活

黒

風

◎
私
が
美
術
學
校
へ
入
學
し
た
の
は
三
十
四
五
年
頃
で
し
た
。
其
頃
の
學
校

は
勿
論
奮
館
で
あ
っ
て
、
今
は
市
幅
改
正
の
為
に
ス
ッ
カ
リ
愛
つ
て
し
ま
つ

〔
マ
マ

〕

た
。
回
顧
す
れ
ば
十
五
六
年
、
前
地
方
の
學
校
を
出
た
て
の
田
舎
者
が
、
始

め
て
上
野
廣
小
路
か
ら
公
園
に
や
つ
て
来
た
時
に
は
、
流
石
は
我
図
美
術
の

最
高
學
府
に
所
あ
り
と
思
っ
て
宜
に
嬉
し
か
っ
た
。
年
頃
此
學
校
へ
入
學
せ

〔
あ
こ
が
れ
〕

ん
も
の
と
憧
憬
て
ゐ
た
の
も
営
然
な
理
想
で
あ
っ
た
と
思
っ
た
。
で
も
入
學

し
て
見
る
と
其
頃
は
瑕
入
學
と
云
つ
て
塑
造
と
、
木
炭
聾
と
、
日
本
霊
と
を

一
週
間
宛
習
ふ
の
で
あ
っ
た
。
木
炭
霊
は
岡
田
〔
三
郎
助
〕
先
生
で
洋
行
蹄

〔
お
お
も
て

〕

り
の
ホ
ヤ
／
＼
で
生
徒
に
大
持
で
あ
っ
た
。
先
生
も
其
頃
は
ま
だ
若
く
フ
ラ

旋
（完）

0

0

0
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之
を
施
し
難
き
も
の
な
る
か
、
是
須
ら
く
数
育
上
妍
究
を
要
す
べ
き
大
問
題

0

0

 

0

0

 

な
り
と
す
、
此
等
の
事
は
追
て
他
日
に
譲
り
今
は
唯
見
聞
の
一
端
を
記
述
せ

ン
ス
蹄
り
の
ハ
イ
カ
ラ
で
、
色
は
白
く
、
頭
の
毛
は
綺
麗
に
分
け
て
水
の
垂

れ
る
様
な
立
派
な
男
振
り
で
あ
っ
た
。
誰
で
あ
っ
た
か
数
室
の
中
で
口
笛
を

吹
い
て
叱
ら
れ
た
事
が
あ
っ
て
、
恐
し
く
威
骰
の
あ
る
一艮
先
生
と
思
っ
た

が
、
今
は
年
の
せ

い
か
白
髪
が
髯
に
ま
で
見
へ
て
来
て
昔
日
の
悌
が
ト
ソ
ト

な
く
な
ら
れ
た
。

◎
塑
造
の
先
生
は
黒
岩
〔
淡
哉
〕
先
生
で
、
色
の
員
黒
い
梵
蛙
の
様
な
顔
を

し
て
、
静
か
に
薄
氷
を
踏
む
様
な
足
取
り
で
ス
ー
ツ
と
数
室
へ
這
入
っ
て
来

る
の
で
茶
目
連
は
大
に
閉
口
し
た
が
、
然
し
叱
言
は
決
し
て
云
は
ず
、
何
時

も
む
つ
り
と
し
て
居
て
苦
縁
を
噛
殺
し
た
様
な
面
を
し
て
居
て
候
入
學
中
は

一
度
も
先
生
の
言
葉
を
聞
た
事
が
無
っ
た
。
只
廻
つ
て
来
て
直
し
乍
ら
上
手

い
と

ニ
―-E
云
ふ
位
が
開
の
山
で
決
し
て
物
を
云
は
ぬ
人
で
後
に

「人
魂
」
と

綽
名
が
附
い
た
も
の
だ
。
然
し
好
き
な
先
生
の
一

人
で
あ
っ
た
。
今
は
大
阪

下
り
を
や
っ
て
居
る
が
江
戸
兒
で
食
道
楽
の
先
生
だ
っ
た
。
尤
も
其
外
に
も

道
架
が
在
る
、
そ
れ
は
何
で
も
四
十
年
頃
で
あ
っ
た
ら
う
、
博
覧
會
や
何
か

で
先
生
大
分
懐
中
が
暖
く
な
っ
た
の
で
、
例
の
江
戸
兒
氣
質
が
じ
ゅ
っ
と
し

て
居
ら
れ
ず
、
池
の
端
邊
へ
時
々
遊
び
に
出
懸
け
た
が
、
奥
様
へ
の
口
宜
に

困
り
、
丁
度
其
時
玉
賓
堂
の
文
珠
様
を
作
っ
て
居
た
の
で
、
三
晩
も
流
連
し

て
居
た
申
繹
を
彼
の
無
口
の
先
生
の
重
い
口
か
ら
、
質
は
奈
＿
艮
に
文
珠
様
を

見
に
行
っ
て
居
つ
た
と
の
苦
し
い
云
諜
は
、
其
先
生
よ
り
は
傍
で
聞
い
て
居

っ
た
某
氏
は
、
飛
ん
だ
池
の
端
の
文
珠
様
に
御
通
夜
を
し
て
ゐ
た
の
に
と
可

笑
し
く
つ
て
腹
を
痛
く
し
た
そ
う
だ
。

◎
日
本
霊
の
方
は
〔
荒
木
〕
寛
畝
先
生
や
、

〔川
端
〕
玉
章
先
生
が
時
々
見

え
た
。
外
に
―
二
の
助
手
先
生
も
廻
つ
て
来
た
。
寛
畝
先
生
は
童
顔
白
髯
の

大
男
で
老
大
家
と
云
ふ
風
采
、
玉
章
先
生
の
方
は
田
舎
育
ち
の
私
共
に
も
へ
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を
何
時
も
使
う
科
を
撰
ぶ
事
に
し
た
。
考
へ
て
見
れ
ば
今
と
な
っ
て
金
儲
が

ん
に
見
へ
る
位
全
く
の
太
郎
面
で
あ
っ
た
。
彼
で
日
本
一
の
先
生
か
な
あ

と
、
見
れ
ば
見
る
程
口
が
曲
つ
て
居
り
、
目
が
跛
で
滑
稽
至
極
な
御
面
相
に

は
全
く
恐
れ
入
っ
た
何
時
と
は
無
し
に
綽
名
が
「
鷹
賽
」
と
つ
け
ら
れ
た

が
う
ま
い
事
を
云
ふ
人
も
あ
れ
ば
あ
る
も
の
で
、
乍
然
綸
筆
を
取
っ
て
没
骨

等
を
や
る
と
員
に
神
術
と
ま
で
思
は
れ
た
其
筆
の
使
用
法
の
巧
み
な
事
、

穂
尖
、
腰
と
、
元
と
の
使
ひ
分
け
等
は
買
以
て
驚
く
の
外
は
無
か
っ
た
。

◎
瑕
入
學
中
は
宜
技
練
習
の
傍
ら
、
て
ん
で
に
何
科
に
適
す
る
か
何
科
を
撰

ば
ん
か
と
頻
り
に
苦
慮
し
て
居
た
、
で
時
々
洋
甕
や
、
彫
刻
や
、
日
本
甕
の

本
科
生
の
各
赦
室
を
見
學
に
廻
つ
て
ゐ
た
が
、
其
時
分
に
裸
罷
の

「
モ
デ

ル
」
を
使
っ
て
居
る
郡
屋
へ
這
入
っ
て
、
初
め
て
モ
デ
ル
を
見
た
時
は
、
眩

、
、
、
、
、

し
い
様
な
、
恥
し
い
様
な
む
づ
か
ゆ
い
様
な
、
何
と
も
云
へ
ぬ
氣
に
な
っ

た
、
自
然
ソ
ッ
ポ
を
見
る
様
な
氣
に
な
る
、
し
か
し
ま
と
も
に
見
る
事
が
出

束
な
い
ん
だ
が
其
癖
見
た
く
て
仕
様
が
な
く
、
彫
刻
や
、
洋
聾
の
数
室
へ
頻

り
に
見
に
行
っ
た
も
ん
だ
。
日
本
聾
や
圏
案
科
の
数
室
等
は
一
度
し
か
見
に

行
か
な
か
っ
た
。
餘
り
度
々
に
な
る
と
氣
ま
り
が
悪
い
か
ら
多
勢
の
跡
に
附

い
て
行
っ
て
、
人
の
後
か
ら
そ
う
つ
と
見
る
。
そ
れ
か
ら
と
う
／
＼

モ
デ
ル

勘
い
と
か
、
牧
入
が
無
い
と
か
云
へ
ぬ
繹
だ
。
道
架
に
自
分
の
好
き
な
仕
事

を
や
っ
て
居
て
、
金
が
取
れ
ぬ
と
て
文
句
を
言
は
れ
た
義
理
で
無
い
。

◎
六
月
末
に
候
入
學
期
は
済
ん
で
、
撰
ん
だ
科
に
は
大
抵
は
入
學
を
許
さ
れ

た。

七
八
の
二
月
は
夏
季
休
業
で
、
九
月
の
始
め
に
豫
備
科
〔
予
備
の
課

程
〕
に
編
入
さ
れ
る
。
豫
備
と
云
て
も
、
今
の
一
年
生
と
同
様
で
別
に
斐
つ

た
事
は
無
い
。
午
前
は
質
技
を
や
り
、
午
後
か
ら
三
時
間
位
は
學
科
が
あ
る

の
で
仲
々
呑
氣
で
無
い
。
で
在
學
中
に
私
等
が
世
話
に
成
っ
た
先
生
の
中

に
落
附
て
赦
壇
に
立
つ
て
「
ニ

ー
」
の
連
焚
を
今
に
績
け
て
居
る
黙
だ
け
は

で
、
今
で
も
は
つ
き
り
印
象
に
残
っ
て
居
る
人
々
は
、
黒
田
〔
清
輝
〕
、

米
〔
桂
一
郎
〕
、
開
〔
保
之
助
〕
、
大
村
〔
西
崖
〕
、

白
井
〔
雨
山
〕
、
高

村

〔
光
雲
〕
、
岩
村
〔
透
〕
の
諸
先
生
等
で
あ
る
。

◎
九
月
早
々
豫
備
科
〔
予
備
の
課
程
〕
へ
新
入
の
者
は
、
大
講
堂
（
第
一
講

義
室
）
に
集
め
ら
れ
て
、
正
木
校
長
が
「
エ
ー
」
を
連
狽
す
る
事
三
百
八
十

七
度
て
、
約
一
時
間
半
許
り
話
さ
れ
た
が
、
要
は
至
っ
て
簡
輩
で
、
諸
君
を

今
豫
備
科
〔
予
備
の
課
程
〕
へ
入
れ
て
や
っ
た
が
一
年
の
後
に
宜
技
に
見
込

が
無
か
っ
た
ら
、
ど
ん
／
＼
出
し
て
し
ま
ふ
、
又
君
等
の
方
で
も
見
込
が
無

い
と
思
っ
た
ら
、
自
分
か
ら
出
て
行
け
と
云
は
れ
た
。
が
其
時
の
仲
間
が
四

十
年
に
七
十
餘
人
卒
業
し
た
の
を
見
る
と
、
皆
自
分
か
ら
見
込
が
あ
る
者
と

思
っ
て
居
た
も
の
ば
か
り
な
筈
だ
か
ら
あ
き
れ
て
し
ま
ふ
。
校
長
の
話
し
の

内
、
も
―
つ
は
、
本
校
は
他
の
専
門
學
校
と
違
っ
て
幾
百
幾
千
人
の
内
か
ら

只
一
人
の
名
人
を
出
し
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
と
云
は
れ
た
。
此

一
言

の
み
は
う
ま
い
事
を
云
ふ
と
思
っ
た
。
質
際
に
於
て
此
二
＝日
を
金
科
玉
條
と

し
て
尊
重
す
れ
ば
、
正
木
校
長
も
立
振
な
も
の
だ
が
、
今
頃
に
成
つ
て
も
學

制
の
改
革
〔
大
正
五
年
の
本
校
改
革
運
動
勃
発
以
後
、
根
本
的
改
革
の
必
要

性
が
云
々
さ
れ
て
い
た
。〕

を
得
や
ら
ぬ
と
は
腑
甲
斐
な
い
。
糞
落
ち
附
き

相
愛
ら
ず
だ
。

◎
そ
れ
か
ら
階
段
の
脇
の
小
さ
な
、
第
二
講
義
室
へ
引
張
込
で
彫
刻
の
元
老

〔襦〕

高
村
光
雲
先
生
が
、
彼
の
美
髯
を
撫
し
つ

4

低
い
調
子
の
江
戸
辮
で
、
彫
刻

〔
説
〕

の
将
来
有
望
を
解
き
、
殊
に
木
彫
は
洋
風
の
建
築
が
追
々
流
行
し
て
来
る
故

に
、
其
装
飾
彫
刻
が
等
と
盛
に
引
出
論
を
述
べ
ら
れ
る
。
然
し
校
長
の
「
エ

ー
」
の
長
談
議
の
後
で
、

一
寸
三
十
分
間
位
の
慮
で
簡
箪
に
や
っ
て
く
れ
た 久

173 第2節 明治 35年



の
は
嬉
し
か
っ
た
。
其
時
だ
け
は
先
生
は
日
本
一
の
名
先
生
に
見
へ
た
。
彼

の
肥
っ
た
軟
か
な
様
な
肉
附
で
、
丸
い
コ
ナ
シ
の
浅
い
様
な
お
顔
に
小
さ
な

美
し
い
帥
、
意
氣
地
の
成
さ
そ
ふ
な
口
、
象
の
様
な
優
し
い
目
で
、
眉
毛
は

雨
端
が
八
の
字
形
に
下
つ
て
居
つ
て
、
彼
の
じ
り
／
＼
と
縮
ん
だ
美
髯
は
、

額
の
廣
さ
と
相
侯
つ
て
立
派
な
堂
々
た
る
風
采
で
、
田
舎
者
を
驚
か
す
に
は

持
つ
て
来
い
だ
っ
た
。

◎
デ
ッ
サ
ン
の
時
に
毎
週
御
厄
介
に
な
っ
た
黒
田
先
生
は
、
其
頃
も
今
も
少

し
も
愛
り
が
無
い
様
で
、
お
つ
む
り
は
今
と
同
じ
く
光
輝
を
放
つ
て
居
ら
れ

た
。
其
頃
學
生
仲
間
で
お
歳
は
幾
つ
位
だ
ら
う
と
云
ふ
話
が
出
て
、
五
十
七

八
か
ら
六
十
四
五
か
と
云
ふ
所
に
決
っ
た
が
、
ど
う
し
て
ま
だ
其
時
は
三
十

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

「
イ

七
の
寅
歳
だ
と
後
で
判
っ
た
時
に
は
照
い
た
。
乍
然
メ
ー
ト
ル
〔
黒
田
の
愛

称
〕
の
威
勢
は
今
も
昔
も
同
様
で
、
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
が
デ
ッ

サ
ン
の
時
「
光
り
」
が
等
と
云
は
れ
る
と
、
心
中
可
笑
さ
に
耐
え
ず
、

「
光
」
等
の
綽
名
は
免
れ
無
い
慮
で
あ
っ
た
。

◎
學
科
の
先
生
方
の
内
で
、
最
も
評
判
の
善
か
っ
た
の
は
岩
村
先
生
で
、
彼

の
煤
ぼ
け
た
第
二
講
義
室
も
先
生
の
時
に
は
明
る
い
、
楡
快
な
部
屋
に
な
っ

た
様
な
氣
が
し
た
。
何
様
田
舎
者
が
始
め
て
先
生
の
西
洋
美
術
史
を
聴
い
た

と
き
に
は
、
全
く
度
謄
を
抜
か
れ
た
。
歌
羅
巴
だ
け
で
無
く
、
東
洋
の
事
も

現
在
の
事
迄
も
論
評
さ
れ
て
、
而
し
て
口
癖
の
様
に
生
意
氣
に
成
れ
、
確
り

や
れ
、
君
等
が
日
本
の
美
術
界
を
背
負
つ
て
立
た
ね
ば
駄
目
だ
、
と
叱
咤
激

勘
す
る
と
云
ふ
風
で
、
東
西
古
今
の
美
術
の
盛
衰
存
亡
を
、
縦
横
無
盪
に
頭

の
悪
い
我
々
美
術
學
生
に
覺
え
易
き
様
、
面
白
可
笑
し
く
説
き
去
り
、
述
べ

行
く
有
様
は
、
宜
に
流
暢
で
、
而
も
あ
の
痛
快
な
熱
舘
は
腔
く
者
を
し
て
質

問
の
退
も
無
く
、
二
時
間
の
講
義
も
も
う
滴
ん
だ
か
と
思
ふ
位
で
あ
っ
た
。

そ
の
や
う
に
先
生
は
子
弟
の
数
養
に
は
甚
だ
努
め
て
、
生
徒
の
受
け
も
校
中

第
一
で
あ
っ
た
が
、
其
代
り
に
同
僚
の
美
術
家
の
作
品
に
迄
、
犀
利
な
る
論

評
を
下
す
の
で
、
多
少
の
反
感
を
抱
か
れ
て
居
た
様
で
、
中
に
は
凡
骨
な
人

の
之
を
怨
む
も
の
も
あ
っ
た
が
、
先
生
は
正
し
い
定
義
を
下
し
た
の
で
あ
る

と
云
つ
て
平
氣
で
あ
っ
た
。

◎
此
の
率
直
明
快
な
慮
が
青
年
に
喜
ば
れ
た
繹
で
、
殊
に
先
生
の
肝
入
で
催

さ
れ
た
彼
の
美
術
祭
〔
明
治
三
十
六
年
〕
の
快
畢
は
空
前
絶
後
で
あ
っ
た
。

惜
し
む
ら
く
は
春
秋
に
富
む
先
生
は
今
や
亡
い
。
哀
し
い
事
だ
。
然
し
先
生

か
ら
魂
を
吹
き
込
ま
れ
た
幾
百
の
青
年
美
術
家
の
内
に
は
、
多
少
骨
の
有
る

者
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
等
の
人
に
よ
っ
て
の
美
術
界
革
正
を
地
下
の

先
生
は
祈
つ
て
居
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

◎
闘
先
生
は
日
本
の
風
俗
史
を
受
持
つ
て
居
ら
れ
た
。
御
蔭
で
今
で
も
製
作

の
上
に
都
合
の
宜
い
事
が
度
々
で
、
只
先
生
の
講
義
は
餘
り
多
く
知
っ
て
居

ら
れ
る
為
か
、
御
饒
舌
が
多
く
ペ
ン
を
走
ら
す
者
は
何
時
も
困
つ
て
、
な
る

可
く
要
を
得
て
簡
箪
に
願
ひ
た
い
と
思
っ
た
も
の
だ
。

◎
感
じ
の
悪
い
講
議
振
り
は
大
村
先
生
で
、
鑑
員
和
尚
と
来
る
と
厭
に
成
つ

た
。
第
二
腎
が
氣
に
喰
は
ぬ
。
然
し
近
頃
は
尚
飛
ぶ
鳥
を
落
す
勢
だ
そ
う
だ

か
ら
我
々
は
早
く
卒
業
し
て
居
て
仕
合
で
あ
っ
た
。
次
に
感
じ
の
悪
い
の
は

白
井
先
生
で
、
此
先
生
は
僕
等
の
入
學
営
時
に
は
居
ら
な
か
っ
た
。
何
で
も

二
年
生
時
代
に
蹄
朝
さ
れ
た
の
で
、
蹄
朝
早
々
作
ら
れ
た
バ
ケ
ツ
を
提
げ
た

裸
儒
女
の
像
は
其
頃
の
吾
人
の
目
に
さ
へ
拙
く
見
え
た
。
只
其
時
迄
油
土
を

使
っ
て
居
た
の
を
普
通
の
粘
土
に
改
め
ら
れ
た
の
は
確
に
氏
の
土
産
の
最
な

る
物
で
あ
っ
て
、
債
も
廉
で
指
の
動
き
も
軽
く
誠
に
結
構
な
事
で
あ
っ
た
。

猫
脊
で
、
下
唇
を
突
き
出
し
て
、
酒
の
香
り
を
プ
ー
ソ
と
さ
せ
て
数
室
に
や
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つ
て
来
る
風
采
は
餘
り
好
い
圏
で
は
無
く
、
其
嘗
時
か
ら
人
氣
の
悪
い
先
生

で
あ
っ
た
。

◎
解
剖
學
と
、
西
洋
考
古
學
で
毎
年
生
徒
が
閉
口
し
て
居
る
の
は
久
米
先
生

の
講
義
と
試
験
で
、
普
通
の
講
義
の
時
に
は
牛
の
涎
の
様
に
だ
ら
だ
ら
で
、

面
白
く
も
を
か
し
く
も
な
く
、
二
時
間
の
間
鐘
の
嗅
る
ま
で
や
る
の
で
困
つ

た
。
然
し
此
解
剖
と
考
古
學
は
私
共
に
大
愛
役
に
立
つ
の
で
、
今
更
な
が
ら

有
難
く
思
っ
て
居
る
。
先
生
の
身
に
な
っ
て
考
へ
て
見
る
と
、
如
斯
學
術
的

な
事
は
別
に
面
白
く
や
り
様
の
無
く
、
只
詰
込
主
義
の
物
ら
し
い
が
、
其
時

間
に
は
彼
所
の
隅
で
も
此
所
の
方
で
も
居
睡
や
欠
伸
が
始
ま
る
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
久
米
先
生
の
試
験
振
り
が
礎
つ
て
居
た
。
第
一
講
義
室
の
略
圏

が
出
来
て
居
て
、

一
々
丁
寧
に
君
は
何
慮
へ
着
け
と
差
圏
し
て
着
席
さ
せ
、

そ
し
て
表
に
姓
名
を
記
入
す
る
の
で
三
四
十
分
も
か
4

つ
て
先
づ
や
っ
と
席

が
定
ま
る
の
だ
、
序
に
云
ふ
が
岩
村
先
生
の
は
勝
手
に
着
席
さ
せ
て
置
て
、

自
分
は
赦
壇
の
上
で
椅
子
に
腰
を
掛
け
、
そ
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
大
き
な
黒

眼
鏡
を
取
り
出
し
て
、
雨
脚
を
百
五
十
度
位
な
角
度
に
ふ
ん
張
つ
て
カ
ン
ニ

ン
グ
を
防
禦
す
る
様
は
仲
々
先
生
隅
に
置
け
ぬ
と
思
っ
た
。
其
結
果
は
ど
う

か
と
云
ふ
と
、
久
米
先
生
の
採
黙
は
辛
ひ
／
＼
満
黙
と
思
ふ
た
奴
が
や
っ
と

八
十
黙
か
八
十
三
―
―
黙
で
、
岩
村
先
生
の
は
九
十
黙
九
十
五
貼
は
取
れ
る
、

闊
先
生
の
は
毎
年
百
黙
を
取
る
者
が
一
人
や
二
人
は
有
っ
た
。
そ
ん
な
所
か

ら
も
闊
先
生
は
生
徒
間
の
評
判
が
頗
る
よ
か
っ
た
。

◎
美
術
教
育
の
為
に
諸
先
生
に
云
ひ
た
い
の
は
、
何
も
學
者
を
育
て
る
學
校

じ
ゃ
な
し
、
又
如
何
に
諸
先
生
の
様
に
學
術
が
よ
く
出
来
た
と
て
、
美
術
家

の
方
か
ら
見
た
ら
、
生
た
字
引
か
、
飯
を
喰
ふ
書
物
位
に
し
か
思
ふ
て
居
な

い
の
で
、
要
は
學
術
の
豪
い
人
で
も
技
術
者
と
し
て
は
何
の
役
に
も
立
た
な

い
、
只
必
須
科
目
と
し
て
は
結
構
だ
が
餘
り
八
ヶ
間
敷
く
試
瞼
を
し
な
い

直
彦

校
下
三
百
の
少
牡
美
術
家
各
志
す
所
に
商
て
其
の
師
門
を
異
に
し
其
赦
室
を

別
に
す
る
か
故
に
五
年
間
の
長
日
月
朝
夕
同
し
き
校
門
を
出
入
し
同
し
き
食

卓
に
就
き
な
が
ら
終
に
道
途
の
人
に
し
て
了
る
の
奇
観
あ
る
を
免
れ
ず
。
か

く
の
如
く
個
々
に
孤
立
す
る
事
は
技
藝
を
修
練
す
る
上
に
も
道
義
を
切
刷
す

る
上
に
も
其
の
不
利
不
便
言
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
是
に
於
て
校
友
會

月
報
の
焚
刊
に
就
き
て

で
、
必
要
な
事
を
能
く
分
る
様
に
注
意
深
く
教
授
さ
れ
た
ら
、
本
科
生
の
負

握
が
軽
く
な
り
學
術
を
餘
り
勉
強
す
る
必
要
も
無
く
、
充
分
に
技
術
を
練
磨

す
る
事
が
出
来
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
卑
近
な
例
を
掲
げ
て
見
て
も
、
洋
霊
、

彫
刻
科
を
出
た
人
々
て
相
裳
な
成
績
を
畢
げ
て
居
る
人
に
、
本
科
で
學
術
の

優
れ
て
居
た
人
が
幾
人
あ
る
か
勘
定
し
て
貰
ひ
た
い
。
其
多
く
は
學
校
の
撰

科
を
出
た
か
、
稀
れ
に
は
片
輪
な
研
究
所
に
て
育
っ
た
人
々
の
方
が
名
作
を

多
く
出
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。
無
遠
慮
に
、
竿
頭
一
歩
を
進
め
て
云
ヘ

ば
、
先
生
あ
な
た
丈
學
術
が
出
来
た
所
で
美
術
家
と
し
て
何
に
成
り
ま
す

か
、
と
申
上
度
な
る
。

⑥

『

東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
創
刊

校
友
会
機
関
誌
『
校
友
会
雑
誌
』
は
明
治
三
十
四
年
八
月
五
日
発
行
の
第
五

号
以
後
廃
刊
と
な
り
、
本
年
六
月
二
十
一
日
、
新
た
に
『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
一
号
が
発
行
さ
れ
、
昭
和
七
年
十
二
月
十
五
日
発
行
の
第
三
十
一

巻
第
六
号
ま
で
発
行
が
続
け
ら
れ
た
。
左
記
は
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
正
木
直

彦
校
長
の
発
刊
の
辞
で
あ
る
。

正
木

175 第2節 明治 35年


